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菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
が
自
身
の
出
処
進
退
に
つ
い
て
述
べ
た
本
年
六
月
二
日
の
発
言
に
対
す
る
説
明
等
に
関

す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
八
月
十
日
、
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
は
、
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
、
「
民
主
党
代
表
選
を
速
や
か
に
行

い
、
新
代
表
が
選
ば
れ
た
時
は
首
相
の
職
を
辞
す
る
」
と
の
発
言
を
し
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
七

第
二
九
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
辞
意
」
並
び
に
「
辞
意
表
明
」
の
定
義
に
関
し
、
「
『
辞
意
』
と
は
、
例
え
ば
、
『
辞
職
ま

た
は
辞
退
の
意
向
。
（
出
典

広
辞
苑
）
』
と
さ
れ
て
お
り
、
『
辞
意
表
明
』
と
は
、
一
般
に
、
辞
職
又
は
辞
退
の
意
向
を

表
明
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
文
で
触
れ
た
菅
総
理
の
衆
院
財
務
金

融
委
員
会
で
の
発
言
は
、
菅
総
理
に
よ
る
辞
意
表
明
で
あ
る
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二

本
年
六
月
二
十
七
日
、
菅
総
理
は
記
者
会
見
で
、
「
二
〇
一
一
年
度
第
二
次
補
正
予
算
案
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置

法
案
、
公
債
発
行
特
例
法
案
の
成
立
が
一
定
の
め
ど
に
な
る
。
」
と
、
平
成
二
十
三
年
度
第
二
次
補
正
予
算
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
特
別
措
置
法
案
、
公
債
発
行
特
例
法
案
の
三
案
の
成
立
を
も
っ
て
、
震
災
対
応
に
一
定
の
め
ど
が
付
い
た
も
の
と
見
做

す
と
の
発
言
を
し
て
い
た
。
既
に
成
立
し
た
第
二
次
補
正
予
算
を
除
く
残
り
二
法
案
に
つ
い
て
も
、
成
立
の
見
通
し
が
立
っ

一



て
い
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
に
関
す
る
菅
総
理
の
見
解
如
何
。

三

菅
総
理
と
し
て
、
二
で
挙
げ
た
残
り
二
法
案
の
成
立
を
も
っ
て
総
理
の
職
を
辞
す
る
の
か
。
辞
す
る
の
な
ら
、
そ
の
時
期

は
い
つ
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

四

菅
総
理
と
し
て
、
二
で
挙
げ
た
残
り
二
法
案
の
成
立
後
も
、
総
理
の
職
を
辞
せ
ず
、
留
ま
る
可
能
性
は
あ
る
か
。
あ
る
の

な
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


